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Ⅰ 問題と目的 

知的障害者にとって音楽活動は日常生活に欠か

せない要素の 1 つである。特別支援学校では、音

楽は授業のみならず朝の会などさまざまな場面に

おいても活用されている(緒方, 2000)。知的障害

者を対象とした余暇支援でも、音楽活動は盛んに

行われている(藤原・高森, 2015)。このように、

教育活動や余暇支援の中で音楽活動が盛んに行わ

れている理由として、音楽活動を行うことで子ど

もの表現能力、想像力、探求心、感性、情操の育

成が期待できることが指摘されている(谷村, 

2009)。 

知的障害者の音楽活動には課題もある。現状と

して、歌唱や楽器演奏、ダンスなどの他者と目標

を達成するために練習を組み立てて取り組むよう

な音楽活動よりも、音楽鑑賞のように目標の設定

や練習の組み立てが不要な音楽活動を 1 人で楽し

んでいることが多く、活動が制限されている。練

習を組み立てる音楽活動に取り組むことが難しい

理由として、目標を立てたり、目標を意識して活

動を組み立てたり、練習が上手くいかなかった時

に新しい方略を考えたりすることが難しいことな

どが考えられる。また、他者との音楽活動に取り

組むことが難しい理由として、目標や活動内容を

他者と共有することや、共有した目標を覚え続け

ておくことが困難であることなどが考えられる。  

この問題の背景に実行機能が関係していると考

えられる。実行機能とは、課題解決や目標達成を

効率良く行うために、思考・行為・情動を意識的

に制御する高次心理処理過程のことであり、知的

障害者はこの機能に何らかの問題があるとされて

いる(池田, 2016)。他者と目標を達成するために

練習を組み立てる音楽活動に取り組むには、他者

と目標を立てたり、練習を振り返ったり、目標を

立て直したりするなどの実行機能の働きが必要不 

 

 

可欠である。したがって、個々の実行機能特性を

把握し、実行機能特性に基づいた支援方法を考案

することで、知的障害者が他者と目標に向かって

音楽活動に取り組むことができると考えられる。 

本研究では、知的障害者が他者との音楽活動に

取り組むことを促すため、実行機能特性に基づい

た支援方法を考案した。その支援方法を臨床場面

において実施し、支援方法の有効性を検討するこ

とを目的とした。 

Ⅱ 方法 

１ 対象者 

対象者は、A 知的障害特別支援学校高等部第 1

学年に在籍する女子生徒 1 名である。音楽を非常

に好んでおり、家庭では好きな音楽を聴いて過ご

していることが多い。 

２ 実施場所・期間 

B 大学センター(以下, センター)で行う教育相

談を支援の実施場所とし、期間は 20XX 年 5 月 

から同年 12 月までとした。 

３ 支援者 

本研究者が主支援者(以下, MT)で、Ｂ大学の大

学院生が副支援者(以下, ST)を務めた。 

４ 記録方法 

センターの玄関と教室に設置されているビデオ

カメラで対象者や活動の様子を撮影した。記録映

像は同センターの行動観察室で映像を録画した。 

５ 実行機能に関するアセスメント 

Dawson and Guare(2014)の「実行機能の 11 の

スキル(プランニング・優先付け、組織化、時間管

理、反応抑制、情動コントロール、課題の開始、ワ

ーキングメモリ、持続的注意、目標への粘り強さ、

柔軟性、メタ認知)と、そのスキルが弱いことでよ

く見られる問題」に対象者の行動を当てはめ、対

象者の実行機能特性を把握した。その結果、「プラ

ンニング・優先付け」と「情動コントロール」の弱



 

みが明らかとなった。 

６ 支援内容 

「プランニング」と「情動コントロール」という

実行機能の弱みを補い、他者との音楽活動への取

り組みを促すことに有効な支援として、「音楽活動

シート(図 1)と手順表」と「ST のかかわり」を考

案し、実施した。「音楽活動シート」は、今日のや

ることを決める、練習をする、振り返りをする、次

回の予定を決めるといった活動の流れの見通しと、

発表会を行うという最終目標への見通しが持てる

支援である。「手順表」は音楽活動シートの使い方

を手順にしたものである。6 つの項目があり、「1

『今日やること』を決めて、丸を付ける」、「2 ダ

ンスの練習」、「3『できたこと』にシールをはる」、

「4『ふりかえり』に頑張ったことを書いて、はる」、

「5『活動時間』を書く」、「6『次回の予定』を決

めて、丸を付ける」と書かれている。「ST のかか

わり」は活動に気持ちを向けやすくしたり、活動

に取り組みやすくしたりすることにつながる支援

であり、「ST がリードする・教える」、「ST が

モデルを示す」、「相談をする」、「ST が教えて

もらう」という 4 つの役割がある。 

７ 分析方法 

音楽活動シートと手順表の支援効果については、

手順表の項目を標的行動とし、「標的行動の達成状

況」、「MT の支援」の変化、「手順表の目視状況」

を分析して明らかにした。STのかかわりの支援効

果については、対象者が音楽活動に取り組むこと

を促したと考えられる ST のかかわり方をエピソ

ードとして整理し、明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 活動内容 

音楽活動シートと手順表を使いながら、対象者

が選択した「ダンス」の活動を ST と一緒に取り組

んだ。楽曲は、対象者がアイドルグループの「バリ

ハピ」を自ら選択したため、この曲に決定した。ま

た、活動の最終目標として発表会を設定した。 

９ 倫理的配慮 

本研究を行うにあたり、対象者の保護者から研

究協力の承諾及び、学内倫理審査委員会の承認を

得た(承認番号：2016-19)。 

Ⅲ 結果 

１ 1 回目から 3 回目の活動 

 2 回目の活動の際、音楽活動に取り組む以前に

センターでの活動に参加することができなくなっ

てしまった。音楽活動の見通しを持たせるための

支援である「音楽活動シート」や「手順表」を使い、

ST と一緒に活動を決定するという進め方ができ

ない状況であったため、MT や ST といった支援者

とのかかわりの中で、活動の見通しを持たせ、活

動に気持ちを向けさせる支援を行うと、3 回目は

活動に参加することができた。 

２ 4 回目から 11 回目の活動 

音楽活動を行った。標的行動は 7 回目から全て

の項目を達成できるようになった(表 1)。その理由

として、6 回目の活動の際、疲れていながらも最後

まで活動に取り組むことができたことが、活動の

見通しを持ち、活動に入るきっかけになったと考

えられる。この結果から、他者との音楽活動に取

り組むことを促すことができたと言える。MT の

支援は、MT 主導の支援から部分的な支援になり、

最終的には MT の支援がなくても標的行動を達成

する項目が増えたという結果となった(表 2)。特に、

標的行動 1 と 6 の項目において、MT の支援がな

くても ST と協力して達成できるという場面が多

く見られた。この結果から、MT の支援が減っても

他者との音楽活動に取り組むことを促すことがで

きたと言える。手順表の目視状況は、最初は MT

に促されて見ていたが、自分から手順表を見て該

当項目を音読するようになり、最終的には自分か

ら手順表を見て、声に出さずに確認をするという 
図 1 「音楽活動シート」(B4 印刷) 



 

表1 4回目から11回目の「標的行動の達成状況」 

標的

行動 
4 5 6 7 8 9 10 11 

１ 1 － － 1 1 1 1 1 

２ 1 － 1 1 1 1 1 1 

３ 1 － 1 1 1 1 1 1 

４ 1 － 0 1 1 1 1 1 

５ － － 0 1 1 1 1 1 

６ 1 － 1 1 1 1 1 1 

－：機会なし、0：達成せず、1：達成 

 

表 2 4 回目から 11 回目の「MT の支援」 

標的

行動 
4 5 6 7 8 9 10 11 

１ 0 － － 1 1 2 2 2 

２ 0 － 0 1 1 1 2 1 

３ 0 － 0 1 2 1 2 2 

４ 0 － 0 0 1 1 1 2 

５ － － 0 1 1 1 2 1 

６ 0 － 0 1 2 2 2 1 

－：機会なし、0：主導、1：部分的、2：確認のみ 

 

表 3 4 回目から 11 回目の「手順表の目視状況」 

標的

行動 
4 5 6 7 8 9 10 11 

１ 1 － － 2 2 2 3 3 

２ 0 － － 2 2 2 3 3 

３ 1 － 1 2 2 2 3 3 

４ 1 － 1 2 2 2 3 3 

５ － － 1 2 2 2 3 3 

６ 1 － 1 2 2 2 3 3 

－：機会なし、0：促されても見なかった、1：促

されて見た、2：自分から見て該当項目を音読し

た、3：自分から見て音読しなかった 

 

結果となった(表 3)。活動を積み重ねるにつれて手

順表の使い方を理解していったと考えられる。こ

の結果から、手順表の使い方を理解して音楽活動

に取り組むことができたと言える。 

ST のかかわりは「相談をする」が多いという結

果であった。標的行動 1 と 3 と 6 の項目について

は、非常にスムーズな相談も可能になった。音楽

活動シートの使い方については、どこの欄に書く

のかということも相談をしながら解決することが

できた。標的行動 2 の項目では、ダンスの振り付

けについて確認をし合ったりする場面が見られた。

標的行動 4 と 5 の項目については、対象者にとっ

て難しい活動であったため、すぐに MT に答えを

聞いて解決をしていたということがあり、ST との

相談はあまり見られなかった。2 番目に多かった

かかわりは、ST が活動をリードしたり教えたりす

るというかかわりであり、標的行動 2 のダンスの

練習場面で多く見られた。対象者が踊り始めるこ

とができない時や、止まってしまった時は、ST が

声を掛けたり、積極的に踊ったりすることで、活

動全体をリードするようなかかわりをした。「ST

がモデルを示す」と「ST が教えてもらう」につい

ては、ほとんどが標的行動 2 の項目で見られた。

特に「ST がモデルを示す」については、対象者が

途中で止まってしまった時に、隣で踊っている ST

を見てもう一度踊り始めるという場面が見られた。

「ST が教えてもらう」は、対象者にダンスの振り

付けを教えてもらう場面が多く見られた。 

さらに、7 回目、9 回目、10 回目、11 回目(リハ

ーサル)、11 回目(本番)の活動で、対象者から ST

に働き掛けた行動について、「見る」、「合図をする」、

「声を掛ける」の 3 つの指標に基づき、1 曲通し

て踊った場面を対象に分析を行った。3 つの行動

の中では、ST を見るという行動が一番多く、その

中でも、11 回目の活動で最もたくさん ST を見て

いたという結果が得られた。対象者が ST に合図

をしたり、声を掛けたりする行動が見られるよう

になった 9 回目の活動からは、MT が一緒に踊ら

ずに客観的に評価するような声掛けを行っていた。

声掛けは、「(ST と踊りが)そろっている、合ってい

る」という内容で、この声掛けを受けて、同じよう

に ST に「合っている」と声を掛けたり、合図をし

たりする様子が見られた。 



 

Ⅳ 考察 

１ 支援方法の有効性とその要因 

他者との音楽活動への取り組みを促すことを目

指し、「音楽活動シートと手順表」と「ST のかか

わり」という 2 つの支援を行った。音楽活動シー

トと手順表は、「音楽活動に取り組みやすくした」

という点と、「ST と一緒の活動に取り組みやすく

した」という点から、他者との音楽活動への取り

組みを促す支援として有効であった。これらの支

援は、対象者のプランニングの弱さの他に、ワー

キングメモリや情動コントロールなどの実行機能

特性を補うことになったと考えられる。ST のかか

わりは、「音楽活動シートや手順表を使った活動に

取り組みやすくした」という点と、「ダンスの練習

に取り組みやすくした」という点から、他者との

音楽活動への取り組みを促す支援として有効であ

った。この支援は、対象者の情動コントロールの

弱さの他に、プランニングやワーキングメモリ、

課題の開始などの実行機能を補うことになったと

考えられる。さらに、音楽活動シートと手順表の

支援だけで ST がいない状況だと、音楽活動シー

トの使い方が分からない時に 1 人で解決すること

は困難であると考えられ、また、ST の支援だけで

音楽活動シートや手順表がない状況だと、どのよ

うに ST と一緒に活動に取り組んでいけばいいの

かが分からなくなってしまうと考えられる。した

がって、これらの支援を一緒に行うことが重要で

あったと考えられる。 

２ 実行機能特性に基づいて支援方法を考案した

意義 

実行機能に基づいた支援とは、自分の強みで自

分の弱みを補う方略を身に付けさせるという観点

が重要であり、自分の弱みを補う方略を知ってい

れば、同じ活動だけでなく、新しい課題解決場面

になっても上手く適応することができるというこ

とから、「新しい課題解決場面でも適応することが

できる」という意義が考えられる。また、そもそも

実行機能は、自分から活動に参加したり取り組ん

だりすることに深く関係する機能であり、実行機

能特性に基づき支援方法を考案したということは、

対象者が主体的に音楽活動に向かう姿を目指すと

いうことであったということから、「主体的に活動

に取り組むことを促すことができる」という意義

が示唆された。 

３ 今後の課題 

1 点目は、実行機能特性を把握するためのアセ

スメントの充実を図り、より詳細な支援内容の考

案と支援の是非の判断材料に役立てるべきである

という点である。2 点目は、音楽活動を一緒に行う

「他者」が、対象者と同世代の障害を持つ友人で

あっても、活動に取り組めることを目指すという

点である。 

Ⅴ 結論 

本研究で行った音楽活動は、対象者にとって「他

者と一緒に活動に取り組むことができる」という

自信になったと考えられる。他者と一緒に活動に

取り組むことが困難であるという特性があっても、

MT や ST などの他者とかかわりながら一緒に活

動に取り組むことを経験していく中で、1 人で活

動する時とは違った楽しさや喜びに加え、大きな

達成感や満足感を感じることができると考えられ

る。さらに、これらの経験を積み重ねていくこと

が、将来の社会参加や余暇の充実に大きくかかわ

り、社会の中で人と共に生きていくということに

つながっていくと考えられる。 
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